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【はじめに】Pd はカップリングや還元反応でみられるように触媒活性が高く、Au は可視から近

赤外の領域でプラズモン共鳴を誘起できる。我々は、触媒活性の高い Pd と可視から近赤外の領域

で強い光吸収を起こす Au の二元金属に着目して研究を行っている。これまでに当研究室では、

Au ナノダブルリングなどの液相合成に成功した[1]。本研究では自己組織化 Pd ナノシートを用い

て、一次元的に積層した Pd ナノシート-Au ナノリングを合成し、Au ナノリングの積層数の制御

とそれぞれの光学特性について検討した。 

【実験】DMF/H2O溶液中でPd前駆体を還元し、直径20 nm、

厚み数 nm の円形のシートが数 nm 間隔で積層した自己組

織化 Pd ナノシートを合成した。ナノシート表面に吸着した

酢酸イオン間の van der Waals力によりPdナノシートが自己

組織的に積層する [2]。Seed-Growth 法でこの自己組織化 Pd

ナノシートの外周に Au ナノリングを形成し、積層 Pd ナノ

シート-Au ナノリングを合成した。Au ナノリングの形態を

TEM で観察し、エタノール分散溶液の紫外可視吸収スペク

トルを測定することで光学特性を調べた。 

【結果】Fig. 1 に合成した積層 Pd ナノシート-Au ナノリン

グの TEM 像を示す。直径 20 nm の積層 Pd ナノシートの

周囲に Au ナノリングが成長しており、Au ナノリングが

配列している様子が確認できる。Fig. 2 に示す積層 Pd ナ

ノシート-Au ナノリングの吸収スペクトルでは、500~600 

nm に Au ナノリング由来のプラズモン共鳴ピークが観測

されている。 

自己組織化 Au ナノリングの積層数の制御と光学特性につ

いての詳細について発表する。 
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ふ Fig. 1 TEM image of Au nanorings 
supported assembled Pd nanosheets. 

ふ Fig. 2 Absorption spectrum of the 
self-assembled Au nanorings 
dispersed in ethanol. 
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